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偏見を洗い流すブルースティック
東京都・清瀬第五中学校・一年
田谷　朋佳
　私の家が普段使っている襟袖汚れ用の洗濯石鹸は、ちょっと変わっている。その名は、「ブルースティック」。「汚れ落としのスーパースター」と謳われている、名前通り青いスティック状の固体石鹸だ。一見普通に見えるブルースティックの、どこが変わっているかというと、実はこの石鹸は刑務所で職業訓練として作られたものなのだ。私はそのことを知った時、なぜわざわざそれを使うのだろうと疑問を覚えた。私の制服のワイシャツの襻袖汚れでもお世話になっているブルースティックだけれど、刑務所で作られた物と聞くと、あまりいい気持ちはしなかったし、少し抵抗感があった。別に市販のものを使えばそれでいい話なのに。
　調べてみると、このブルースティックは横須賀の刑務所で作られているもので、令和元年度には全国で約十万本も売れる程の人気商品らしい。そんなにたくさんの人が買っているとは思わなかったので驚いた。ブルースティックのような刑務所で制作された製品の事は、昔は「刑務所作業製品」、今は「ＣＡＰＩＣ」というブランド名で呼ばれているそうだ。このキャピックの商品を買うことで、受刑者にお金が入ったり、犯罪被害者支援団体や、矯正行政への協力団体に助成が入る。キャピックと名称を変えたのは、刑務所という言葉が偏見につながりやすいという理由からだ。やはり私と同じように刑務所と聞くと抵抗感を持つ人も多いようだ。

　キャピックの商品は幅広く、ブルースティックのような日用品からタンスなどの家具まで様々である。中でも驚いたのは、神輿を作っているということだ。しかし、その神輿が刑務所で作られていると明かされることはない。祭りは『御神事』でもあるので、そこで使われる神輿が受刑者によって作られたとなると、祭りへの偏見につながる可能性があるためだ。ブルースティックも、一見しただけでは受刑者が作ったものだとは分からないようになっている。受刑者が作った物に対する抵抗感というのは大きいのだなと改めて実感した。私自身もそのように思ってしまったけれど、出来栄えや作った物に対する評価ではなく、作った人で評価されてしまうのは良くないと感じた。

　しかし、そういった偏見は刑務所で作られた物だけに向けられているのではない。罪を償い刑務所から出てきた人たちにも偏見の目は向けられる。再就職する際にも、前科があるために断られる事が多いという。法務省の犯罪白書によると、出所した受刑者の３８，６％が５年以内に再入所しており、再犯者の７割が逮捕時に無職だったという。そうやってせっかく社会復帰したのに、仕事が与えられずに自暴自棄となって再犯者になってしまうとすれば、それはとても悲しいことだ。

　犯罪をしてしまったことには問題があるし、罰が必要かもしれない。でも、刑務所に入って反省した人に対しても罪を犯したという事実だけを見て、差別や偏見の目を向け、それが結果的に再犯につながってしまう。そうであるならば、その再犯の原因は、刑務所で作った物と聞いただけで抵抗感を覚えてしまう私たちにもあるのではないだろうか。その意識を変えるのは、なかなか難しいかもしれない。でも、だれにだって過ちはある。その人が反省して社会復帰をした時、優しく受け入れ、見守っていく。一人一人がそのような心の余裕を持ち、差別や偏見を無くしていくことが重要なのではないだろうか。

　私はまず、ブルースティックを買って社会復帰を少しでも応援することから始めていきたい。そしてブルースティックが汚れを洗い流してくれるように、多くのキャピックの商品が、私たちの偏見の心を洗い流してくれるきっかけになればいいなと思う。
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